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 当研究室ではパラジウム触媒とトリエチルホウ素の協奏的作用により、アリルアルコールから直

接的にπ-アリルパラジウムを発生させ、それをアリルカチオン等価体として用いることで、活性
メチレン化合物に対して親電子的アリル化反応(辻-Trost 反応)が進行することを報告している
[1](Scheme 1)。  
 

 

 

 

 今回、活性メチレン化合物の代わりに末端アルキンを基質に用い、パラジウム触媒と有機ホウ

素共存下、アリルアルコールと反応を行うと、アルキン、アリル基、有機ホウ素の置換基の3 成
分が位置及び立体選択的にカップリング反応を起こし、3置換アルケンを高収率で与えた[2] (式2)。  

 

更に、ブタジエンなどの共役ジエンをアリル化試薬として用いることができた。特に、分子内

に共役ジエン骨格を2 つ有するビス-1,3-ジエンを用いると、ビス-1,3-ジエン骨格のアンチ選択的
な環化を伴いながらアルキン、有機ホウ素の3 成分カップリング反応が位置及び立体選択的に進
行し、環状トリエン化合物を単一生成物として与えた (式3)。  
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